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「福生市廃棄物の処理及び再

例」がスタートし、1年が経

　この条例は、こみの発生抑

の徹底を基本理念におき、こ

正したものです。事業者の皆

それぞれに、こみの減量リサ

けられています。それでは、

とをしてきたでしょうか。
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　　　　　＿　　　＿＿＝ぷ翻錨臨⊇謡⌒＿。。．　　■こみの量も少し減っています
　　1．こみと資源を分別した。

　　2．資源集団回収を行なった。

　　3．生こみを堆肥にして再利用している。

　4．焼却器を使って、こみ減量をした。

　　5．ガレージセールに参加した。

　6．リサイクル商品を選んで使っている。　　　　　　　資源の回収ーが増えたことにより、実質的なこみの量

ロ事業劇ボ治㌻　、、”H－、は前年度より減少しまUtc・

　　1．洗剤などのプラスチック容器の他に詰め替え用

　　　の商品を作った。

　2．トイレットペーパーなど再生品を販売するよう

　　　になった。

　3．市が行なっている、牛乳パックや発泡スチロー

　　　ルトレイなどの回収拠点として協力している。

　4．こみを焼却場まで自分で運んでいる。

　5．簡易包装に努めている。

■行政一は　　　．　　　　　　．
　　］．資源集団回収団体に積極的な支援をしている。

　2．生こみ堆肥化容器の無料貸出を行なっている。

　3．家庭用こみ焼却器購入補助金を交付している。

　4．牛乳パック・発泡スチロールトレイの回収を行

　　　なっている。

　5．廃棄物減量等推進審議会・推進員制度を新設し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こみ減量の取り組みとして店頭でも詰替パック・野菜

　　　　　　市民ぐるみでこみ問題に対処している。　　　　　の束売り・ばら売りが多くみられるようになった。

転慮∵∵三日の出爾R砿戦亘磁鹸捜⑳駆彌
　　　　市の燃やせないこみの埋立地が満杯となったため、7月1日から日の出
　　　町にある谷戸沢広域最終処分場へ燃やせないこみも搬入されています。
　　　　この埋立地は27市町で使用し、各市町には埋立量が割り当てられていま
　　　す。この配分量は確実に守らなければなりません。そのためには、市民・
　　　事業者・行政のそれぞれが工夫をこらし、こみの減量に努めていくことが

　　　必要です。　　　　市民のみなさん、事業者の皆さん、これからもこみの減量、リサイクル

　　　にご協力をお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※この用紙は再生紙を使用しています。

収集量 資　源 実質こみ量

平成5年度 21，918 2，038 19，880

平成4年度 21，310 1221 20，089
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資源回収実施団体　　　　　　　　　　「資源回収実施団体」回収量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　
　平成5年度、町会、PTA、子供会、スポ　　　　　（o・B％）

一ツ団体など67の団体により延べ184回の集

団回収が実施されました。

　多くのみなさんの参力口、協力により収集量

も前年度比で10．4％も伸び、地域の代表的な

リサイクル運動としてさらにその期待は大き

くなっています。
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b家庭から出るこみが減る。

〉資源が大量に効率良く集まる。

1レリサイクルの意識が高まる。

●家庭、地域のコミニュケーションを深める。

ゆ街の環境美化につながる。

ゆ売上金や報償金が有効活用できる。

　平成5年度のリサイクルに関するデータを紹介しましたが、もちろん、これ以外にも「こみにしない」「こみ

をださない」工夫をいろいろ実践してくださったことと思います。

　こみを減らすことは、資源の使い捨てを止め、地球環境を守っていくことです。

　今までのライフスタイルを見直し、便利さやイメージにとらわれることなく、地球にやさしい、リサイクル商

品（再生トイレットペーパー等）を積極的に選択し、生活の中に取り入れていくことが大切です。

　リサイクル型社会を目指し、みなさんの一層のこ協力をお願いいたします。

※この用紙は再生紙を使用しています。


